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私ども協和メデックス株式会社 ＫＭアッセイセンターは、２００１年から受託分析事業を行ってい

ます。現在の当センターは、食品分析と生体試料分析の２部門を柱としております。食品分析の中で

も特に、マイコトキシン分析に力を入れています。マイコトキシンはかびが産生する有害物質です。

我々は、トリコテセン系マイコトキシン3種（デオキシニバレノール、ニバレノール、T-2トキシンと

HT-2トキシンの合計値）とゼアラレノン、アフラトキシンB1、パツリンの分析を行っています。生体

試料分析としては、MPT（腎機能マーカー）、酸化LDL（動脈硬化の危険因子）、サブスタンスP（ア

レルギー疾患のマーカー）、ニトロチロシン（炎症と一酸化窒素産生のマーカー）の分析を行ってい

ます。  

 




